
Team Ryukyuが３年連続優秀賞から
最優秀賞を獲得！！

兼城宇基１，髙良宙矢２，玉那覇詩乃２，岩永良太３，
稲嶺穂乃花３，山田健太１,２

１琉球大学 地域共創研究科，２琉球大学 国際地域創造学部
３株式会社ビーンズラボ
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(令和７年度コンペ)
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書店数の変化

出版科学研究所のデータより作成

・書店数は20年間で半減(約20000→約10000店)

・データを用いて作業の効率化や集客ができれば書店に貢献できる
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2/21の発表会のプログラム

32チームが参加
5チームが最優秀賞
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Team Ryukyuの最近の成績

今回
昨年度の学長記者懇談会
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最優秀賞を獲得できた要因
・修士課程の学生(兼城さん)が加わり分析力が大幅にUP！
・昨年度も参加し実力をつけた学生(玉那覇さん，高良さん)が今年も参加
・データサイエンティスト養成履修カリキュラムで身につけた基礎力
・ビーンズラボの方(岩永さん，稲嶺さん)からのフィードバック
・研究結果を活かしたダッシュボードを作成し実務への応用を明確に示した
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＋問題発見力，AI力，工夫力，プレゼン力，コミュ力，行動力など 12
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データサイエンティスト養成履修カリキュラム

https://mds.skr.u-ryukyu.ac.jp/mds/curriculum/voice/

統計科学

機械学習

ディープラーニング



データサイエンス概論
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データサイエンスのための基礎数学 データサイエンスのためのプログラミング
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データサイエンス科目のカバー範囲
データサイエンス初級(入門)・中級(応用)
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トップ
100人/年

AI・DS人材育成ピラミッド

エキスパート

リテラシーレベル

応用基礎レベル

2000人/年

25万人/年
学部３, ４年

学部１, ２年

50万人/年
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タイトル別販売数の
急上昇検出と減衰のモデル化

兼城宇基1，髙良宙矢１，玉那覇詩乃１，岩永良太２，
稲嶺穂乃花２，山田健太１

１
琉球大学国際地域創㐀学部，

2(株)ビーンズラボ

 

2026.3.19 経営科学系研究部会連合協議会 令和7年度データ解析コンペティション 最終報告会

yama
一部抜粋



販売冊数の時系列から観測される急上昇と減衰

・本屋大賞など外勢的要因によって急激に売り上げが伸びる本がある

・急上昇や新発売直後は，基本的に減衰する 2

急上昇→

減衰

←新発売

減衰

2024年
本屋大賞受賞

(4/10) 東野圭吾

人気シリーズ

新作発売 (11/1)



ピークのパターン

3

発売日直後 緩やかな上昇 急上昇



新発売日の取得
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国立国会図書館のデータベースからAPIを用いて発売年月を取得

2024年に発売され，コミック・月刊誌・週刊誌で発売時の売上ピークが20冊
以上のタイトルを選定

大分類 タイトル数

月刊誌 2012

コミック 1303

週刊誌 1156



急上昇はどこか？

・仮に急上昇の考え方を「前日の売上と比べて今日の売上が何倍になったか」とする
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1冊→10冊 10冊→100冊

前日の売上規模を考慮した成長率の分布を確認

同じ急上昇として認識してもよいのか？



条件付き成長率の分布 (売上数でグループを分ける )
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売上数大

７日前売上

売上数の曜日依存性

コミック
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コミックから
確率P(>b)<1/800の以下の稀な
成長率を記録するタイトルを選出。

稀な急上昇イベントを持つタイトル

大分類 タイトル数

コミック 44



ピーク後の減衰のモデル化 (指数orべき)

・データ数が30以上(t>=30)のみフィッテイング　

・①〜④のモデルでフィッテイング→BICを用いてモデル選択 8

③べき関数モデル(定数項あり)

④べき関数モデル(定数項なし)

４つのモデル 　タイトルをフィッテイング

④
②指数関数モデル(定数項なし)　

①指数関数モデル(定数項あり)　

②→

①③④
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指数関数モデル (   y(t) = A exp(-bt)   )が選択されたサンプル

書籍名：週刊ファミ通

ピークから0冊付近まで
の減衰が早い

片対数プロット

売
上
冊

数

　　ピーク販売日からの経過日数　　　　　

指数関数

べき関数
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べき関数モデル (   y(t) = A(t + 1)-α   )が選択されたサンプル

書籍名：チェンソーマン17

ピーク直後は急激に減衰
するが，その後はゆっくり
と尾を引くように減衰(ロン
グテール)

両対数プロット

t(day)

売
上
冊

数

　　ピーク販売日からの経過日数　　　　　

指数関数

べき関数



急上昇検出＆(減衰予測)ダッシュボードを提案



・売上規模によって成長率の分布は異なる
　→システマティックな急上昇検出アルゴリズムを構築

・新発売や急上昇後の減衰は指数型(35%)とべき型(65%)
・ジャンル毎にべき指数の分布が異なる

・べき指数は最初の3日程度でおおよそ見積もることができる

・ピーク売上規模に応じてべき指数を補正し予測を改善できる

・店員さんが効率的に急上昇を見つけるためのダッシュボードを提案

・同ジャンル内でのべき指数の違いの要因特定

・ダッシュボードに売上予測と在庫管理アラームの実装

21

まとめ

課題


